高等学校第１学年　科目保健　学習指導案
１　単元名
現代社会と健康　イ 健康の保持増進と疾病の予防　
(ｱ)  生活習慣病と日常の生活行動「がんとその予防」

２　単元の目標
(1) 健康の保持増進と疾病の予防について関心を持ち、学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。(関心・意欲・態度)
(2) 健康の保持増進と疾病の予防について、課題の解決を目指して、知識を活用した学習活動などにより、総合的に考え、判断し、それらを説明できるようにする。(思考･判断)
(3) 健康の保持増進と疾病の予防について、課題の解決に役立つ基礎的な事項及びそれらと生活とのかかわりを理解できるようにする。(知識・理解)

３　単元について
　　　本単元では、生活習慣病を予防し、健康を保持増進するためには、適切な食事、運動、休養及び睡眠など調和のとれた健康的な生活を実践することが必要であること理解できるようにする。その際、がん（悪性新生物）、虚血性心疾患、脂質異常症、歯周病などを適宜取り上げ、それらは日常の生活行動と深い関係があることを理解できるようにする。
がんについては、日本人の死因の第一位であり、危険性を増す要因としては、たばこ、細菌・ウイルス、過度な飲酒など様々なものがあることを理解できるようにする。
また、現在及び将来に直面するがんに関する課題に対して、健康な社会の実現のため、自らの健康管理や健康的な生活行動の選択ができるようにする。

４　単元計画（(ｱ)  生活習慣病と日常の生活行動）２時間
	時
	学習内容・学習活動
	観点別評価規準
	評価方法

	
	
	ア関心・意欲・態度
	イ思考・判断
	ウ知識・理解
	

	生活習慣と日常の生活行動
	 (
（ねらい）生活習慣病を予防し、健康を保持増進するには、適切な食事、運動、休養及び睡眠など、
調和のとれた健康的な生活を実践することが必要で
あることを理解できるようにする。
)



１　生活習慣病の発病や進行の概要について整理する。
	




	




	
	

	
	２　生活習慣病を未然に防ぐことや早期発見・早期治療の重要性について理解する。
	①
	
	
	観察

	
	３　がんとはどんな病気なのか理解する。

	
	
	①
	観察

	時
	学習内容
	観点別評価規準
	評価方法

	
	
	ア関心・意欲・態度
	イ思考・判断
	ウ知識・理解
	

	生活習慣と日常の生活行動　本時
	 (
（
ねらい）がんの予防、早期発見・検診等について関心を持
ち、正しい知識を身に付け、適切に対処できる実践力を育成する。
　がんについて学ぶことや、がんと向き合う人々
と
向き合うことを通じて、自他の健康と命の大切さに気付き、自己の在り方や生き方を考え、共に生きる社会づくりを目指す態度を育成する。
)





１　がんは日本人の死因第１位であることを理解する。
	






	






	
	







	
	２　がんになる人や、がんで亡くなる人が増えている理由を考え、書き出す。
	
	
	
	

	
	３　がんになる人や、がんで亡くなる人を減らす方法について考え、話し合う。
	②
	
	
	観察
付箋

	
	４　がんを予防する上で、自らが今後取るべき行動を考え、記述する。
※生徒のがんについての理解を深め、より望ましい行動選択を促すという効果を高めるために、がん相談支援センターの職員をゲストティーチャーとして招き、授業者とともにグループワーク時の助言を行う。
	
	①
	
	ワークシート



５　評価規準
	
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	知識・理解

	学習内容に即した評価規準
	①生活習慣病を未然に防ぐことや早期発見・早期治療の重要性について、資料を探したり、見たりして意欲的に取り組んでいる。
②健康の保持増進について、課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組んでいる。
	①健康的な生活習慣とがんとの関係を踏まえて、がんに対する課題を見付けたり、課題を解決する手立てを考えたりするなどして、自らが今後取るべき行動を判断し、記述している。
	①がん予防のためには、調和のとれた健康的な生活を実践する必要があることについて、理解したことを発言したり、記述したりしている。






【観点別評価の実際】（本時）
	①「関心・意欲・態度」の例

	学習活動に即した評価規準（第２時）

	健康の保持増進について、課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組んでいる。

	具体的な評価方法の例
	第２時では、健康の保持増進について、がんについての課題の解決に向けてのグループでの話し合いや意見交換において、自ら進んで意欲的に取り組んでいる状況を観察し、判断する。
<「十分満足できる」状況にあると判断するポイント>
　話し合いや意見交換の際、メモを取ったり、内容を確認したりするなど、積極的に取り組んでいる。
<「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて>
　教科書や補助資料を参考にさせたり、事例を示したりして、個別に説明する。

	②「思考・判断」の例

	学習活動に即した評価規準（第２時）

	健康的な生活習慣とがんとの関係を踏まえて、がんに対する課題を見付けたり、課題を解決する手立てを考えたりするなどして、自らが今後取るべき行動を判断し、記述している。

	具体的な評価方法の例
	第２時では、健康的な生活習慣とがんとの関係について学んだことを基に、がんに対する課題を見付けたり、課題を解決する手立てを考えたりするなどして、自らが今後取るべき行動を判断し、説明したことについて、ワークシートに記述した内容から判断する。
<「十分満足できる」状況にあると判断するポイント>
　健康的な生活習慣とがんとの関係について学んだことを基に、自らが今後取るべき行動について、自他の健康と命の大切さや、がん患者や支援センター等がんと向き合う人々の取組、健康な社会の実現に努めることに触れて説明している。
<「努力を要する」状況と判断した生徒への手だて>
　教科書を参考にしたり、身近な事例を示したりして、個別に説明する。



６　展開例（２／２）
（１）本時の目標
・健康の保持増進について、課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組むことができるようにする。（関心・意欲・態度）
・健康的な生活習慣とがんとの関係を踏まえて、がんに対する課題を見付けたり、課題を解決する手立てを考えたりするなどして、自らが今後取るべき行動を判断し、記述できるようにする。（思考・判断）

（２）展開
	時間
	主な学習内容・学習活動
	○指導上の留意点　☆評価

	導入８分
	１　前時の説明を受け、振り返りをする。
	○授業で使用するワークシートを配布しておく。

	
	２　「日本人の死亡原因の変化」のグラフを見る。

	○昭和25年(1950年)の日本人の死因の１位は結核であったが、昭和56年(1981年)からはがんが１位であり、今後も増加傾向にあること、法律や条例の制定をはじめ、がん対策が推進されていることについて説明する。
○必要に応じて、結核による死亡が減った理由（結核予防法の制定、健康診断、予防接種の義務付け、栄養状態・衛生状態の改善等）をおさえ、後にがん罹患や死亡を減らすことについて考える際の手掛かりとして示す。
○本時は、がんになる人やがんで亡くなる人はどうしたら減らせるか、専門家と一緒にみんなで考えることを説明する。
（資料１　「日本人の死亡原因の変化」のグラフ）


	展開３５分
	 (
【発問
１
】がんになる人や、がんで亡くなる人が増えている理由には、どのようなことが考えられるか。
)
	

	
	３　自分の考えをワークシートに記入する。

【生徒の予想される答え】
・喫煙、飲酒
・偏った食事、太りすぎ
・運動不足
・健康診断を受けない
・高齢者の増加

	○今持っている知識で思いつくものを書き出させる。時間は５分。
○教師・ゲストティーチャーともに机間指導し、質問があれば回答する。
○書き出せない生徒には、教科書や補助資料を参考にするよう助言する。

	
	 (
【
発問２】が
んになる人や、がんで亡くなる人を減らすためには、どうしたらよいか。
)
	

	
	４　グループに分かれ、司会、記録、発表の各係を決める。
	○グループの活動で使用する付箋、模造紙、マジックをグループに配布する。

	
	５　自分の考えを付箋に記入する。

【生徒の予想される答え】
・たばこを値上げする
・分煙をすすめる
・がん検診を受けやすくする
・がんについて知識を得る

	○すでに啓発・周知されていることだけでなく、生徒自身の意見でもよいことを伝える。
○書き出せない生徒には、導入で紹介した結核についての対策を参考に考えさせる。（必要に応じて、法制度、健康診断、予防対策、生活・環境上の注意等に分けて考えさせる。）


	
	６　それぞれが書いた付箋を「誰が行う対策か」によって分類して模造紙に貼る。
　　貼った内容について話し合い、発表できるようにまとめる。

	○あらかじめ、話し合うときの約束を示す。
①どんな意見も否定しない。
②なるべく多くの意見が出るようにする。
○模造紙の使い方について、分類したまとまりや、まとまり同士の関係についてマジックで書き加えてもよいことを伝える。時間は１０分。
○教師・外部講師ともに机間指導し、質問があれば回答する。
☆健康の保持増進について、課題の解決に向けての話し合いや意見交換などの学習活動に意欲的に取り組むことができたか。（関心・意欲・態度②）


	
	７　まとめたことを黒板に掲示し、発表する。
	○話し合った内容を簡潔に発表させる。１グループ１分程度

	
	８　ゲストティーチャーの話を聞く。

	○ゲストティーチャーに、生徒の発表の中で、実際に行われていることや、課題のあることについて説明を依頼する。


	まとめ７分
	 (
【発問３】今日学んだことを踏まえて、自分の
取る
べき行動をまとめてみよう。
)

	

	
	 (
　がんについて学ぶことや、がんと向き合う人々と触れ合うことを通じて、自他の健康と命の大切さに気付き、自己の在り方や生き方を考え、
共に生きる社会づくりを目指すことが大切である。
)９　ワークシートに、自分の取るべき行動を考えて記入する。
	[bookmark: _GoBack]☆健康的な生活習慣とがんとの関係を踏まえて、がんに対する課題を見付けたり、課題を解決する手立てを考えたりするなどして、自らが今後取るべき行動を判断し、記述できたか。（思考・判断①）




７　資料等
ワークシート
 (
がんとその予防
１年　　組　　番　氏名　　　　　　　　
　
（１）
がんになる人や、がんで亡くなる人が増えている理由
にはどのようなことが考え
られるか
記入
しよう
。
（２）
グループ
の話し合いで、自分が思いつかなかった意見など、気がついたことを
メモ
しよう
。
（３
）
今日学んだこと
を
踏まえて
、
がんに関する課題や健康な社会の実現のために、
自分の
取るべき
行動をまとめてみよう。
)




















資料１

厚生労働省「人口動態統計」による




【参考】
 (
平成
26
年
(2014
年
)
の日本人の死因
１位　
がん（悪性新生物）
２位　心疾患
３位　
肺炎
４位　
脳血管疾患
５位　老衰
) (
昭和
25
年
(1950
年
)
の日本人の死因
１位　
全結核
２位　脳血管疾患
３位　肺炎及び気管支炎
４位　胃腸炎
５位　悪性新生物
)







厚生労働省「人口動態統計」による
日本人の死亡原因の変化
がん	がん

1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	64428	66354	69488	71578	75309	77721	81879	83155	87895	91286	93773	96442	98224	101426	104324	106536	109805	112593	115462	118559	119977	122850	127299	130964	133751	136383	140893	145772	150336	156661	161764	166399	170130	176206	182280	187714	191654	199563	205470	212625	217413	223727	231917	235707	243670	263022	271183	275413	283921	290556	295484	300658	304568	309543	320358	325941	329314	336468	342963	344105	353499	357305	360963	364872	368103	結核	
1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	121769	93307	70558	57849	55124	46735	43874	42718	36274	32992	31959	27916	27852	23302	22929	22366	20064	17708	16922	16392	15899	13608	12565	11965	11418	10567	9578	8803	8261	6738	6439	5698	5343	5329	4950	4692	4170	4022	3872	3527	3664	3325	3347	3249	3094	3178	2858	2742	2795	2935	2656	2491	2317	2337	2330	2296	2269	2194	2220	2159	2129	2166	2110	2087	2100	心疾患	
1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	53377	53750	52603	56477	53128	54351	59543	66571	59603	62954	68400	68017	72493	67672	68328	75672	71188	75424	80866	83357	89411	85529	85885	94324	98251	99226	103638	103564	106786	111938	123505	126012	125905	132244	136162	141097	142581	143909	157920	156831	165478	168878	175546	180297	159579	139206	138229	140174	143120	151079	146741	148292	152518	159545	159625	173125	173024	175539	181928	180745	189360	194926	198836	196723	196926	脳血管疾患	
1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	105728	105858	110359	116351	116925	121504	133931	138181	136767	142858	150109	155966	161228	164818	166901	172773	172186	172464	174905	177894	181315	176952	176228	180332	178365	174367	173745	170029	167452	158974	162317	157351	147537	145880	140093	134994	129289	123626	128695	120652	121944	118448	118058	118794	120239	146552	140366	138697	137819	138989	132529	131856	130257	132067	129055	132847	128268	127041	127023	122350	123461	123867	121602	118347	114207	肺炎	
1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	54169	50612	42880	46703	37719	34309	34870	43754	35252	34229	37534	31839	34839	26109	25547	29868	22654	23451	25188	25408	27929	23102	23204	26996	28557	30441	29913	26440	28241	27330	33051	33590	35338	40237	38895	45075	47256	49013	57055	58963	68194	70057	74274	81138	83354	79629	70971	78904	79952	93994	86938	85305	87421	94942	95534	107241	107242	110159	115317	112004	118888	124749	123925	122969	119650	老衰	老衰

1950	1951	1952	1953	1954	1955	1956	1957	1958	1959	1960	1961	1962	1963	1964	1965	1966	1967	1968	1969	1970	1971	1972	1973	1974	1975	1976	1977	1978	1979	1980	1981	1982	1983	1984	1985	1986	1987	1988	1989	1990	1991	1992	1993	1994	1995	1996	1997	1998	1999	2000	2001	2002	2003	2004	2005	2006	2007	2008	2009	2010	2011	2012	2013	2014	58412	59796	59514	67514	61334	59932	68414	73283	51046	52687	54139	54880	54738	48466	46995	49092	44209	43129	39750	37817	39277	35457	32520	33415	32486	29916	29659	28381	27976	29419	32154	29873	27501	29391	28805	27804	26810	25274	26400	23781	24187	23200	23361	23115	23464	21493	20878	21434	21374	22829	21213	22145	22682	23449	24126	26360	27764	30734	35975	38670	45342	52242	60719	69720	75389	死亡数（万人）
